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 (公財)日本ラグビーフットボール協会 

 

ラグビーワールドカップ 2019日本大会開催の前年となる 2018年度は当協会にとって大きな節目

の年に向かって仕上げの 1 年であるとともに、2019 年度以降の日本におけるラグビーの在り方に

ついて、その方向性を定める重要な 1年となります。 

日本代表チームの強化面では、サンウルブスの活用や各国際試合・国際大会への参加を始めとし

た、後述の各施策により、ラグビーワールドカップ 2019日本大会、第 32回オリンピック競技大会

(東京 2020 大会)、並びに、その他各カテゴリーでの目標達成に向けて、引き続き強化を図ってい

くことは勿論のこと、代表チーム強化に直接関わるだけではなく日本におけるラグビー競技の繁

栄・普及・浸透にも大きく影響のある「ジャパンラグビートップリーグ」(トップリーグ)の今後の

在り方、更には 7 人制ラグビー競技における選手育成・国内大会の在り方等、2019 年以降を見据

えた具体的な施策を検討・実施に移していく必要があります。 

また、同時に、世界統括団体である World Rugbyが制定しているラグビー憲章にある『Integrity

（品位）、Passion（情熱）、Solidarity（結束）、Discipline（規律）、Respect（尊重）』の 5 項目に

ついては、協会を挙げてその確実な浸透を引き続き図ってまいります。 

なお、『日本ラグビー戦略計画 2016-2020』については、その進捗状況を把握するとともに、関

係部門において PDCAを的確に回し、計画の達成に向け、必要な施策の実施を継続してまいります。 

 

各分野における主な施策のポイントは以下の通りです。 

 

1. 強化 

下記の試合を通じ強化を図っていきます。 

① 日本代表：6 月対イタリア（2 試合）、対ジョージア、11 月対ニュージーランド、対イング

ランド（遠征）などのテストマッチ。 

② U20：本年度復帰したワールドラグビーＵ２０チャンピオンシップ大会(5/6 月開催)におい

て、一定の成績を収めることを目標とします。 

③ 7人制男女： 東京 2020 大会を目指し、ワールドラグビーセブンズシリーズ、ラグビーワー

ルドカップ・セブンズ 2018への参加等を通じ強化を継続します。 

④ 15人制女子：アジアチャンピオンシップ参加等で強化を実施します。 

⑤ その他：サンウルブズと NDS(ナショナル・デベロップメント・スコッド)の連携に加え、各

トップリーグチームの協力も得るなかで、選手層の拡大、国際経験の向上を強力に推進し

ます。 

 

2. 事業全般 

ラグビーワールドカップ 2019日本大会については、チケット販売が実施される中、（公財）ラ

グビーワールドカップ 2019 組織委員会・開催都市、キャンプ地等関係各部門との連携をさらに

深め、大会開催に関する具体的な事項について当協会内でも確実に推進していく体制を確保して

いきます。 

また、後述の当協会の基盤確保のためにも、日本代表戦、大学選手権等の日本協会主催の有料

試合において、適切なチケットプランの策定及び大会プロモーションによるチケット販売と集客

の最大化をはかってまいります。 

また、東京 2020 大会を見据え、オリンピック種目である 7 人制強化を図る一環として、女子

は HSBC WRセブンズシリーズを 4月北九州で開催します。 
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3.マーケティングについて 

  上記 2.にも記載のとおり、協会基盤の確保のためには、集客・販売の努力もさることながら、

如何に多くのスポンサー企業の皆様が協会を応援していただけるかにも大きな努力を継続する必

要があります。協会としても、マーケティングについては、担当組織の強化を始め、その方法も

含め、強化を図っていきます。 

 

4.トップリーグ運営 

  トップリーグについては、協会内のプロジェクトチーム(ニューホライゾンプロジェクト、トッ

プリーグネクストプロジェクト)でその在り方を検討してきておりましたが、2017年度には、一

定の方向性を得ました。 

これを基に 2018年度は、2020年以降のトップリーグの運営体制等について、トップリーグ各

チームとも連携を保ちながら、より具体的な施策に繋げていく事とします。 

 

5.普及・安全対策 

Integrity(品位)を始めとするラグビーのコアヴァリューの浸透を図るとともに、安全対策の

徹底を念頭におきながら、特に若年層へのラグビー普及と選手育成を図り、登録競技者数の増

加を目指していきます。 

また、安全対策の強化の観点から、重症事故撲滅を図るべく発生事故に対する調査・分析・

研究を行っていきます。脳振盪対策についても、HIAの適用、『Recognize & Remove』の一層の

浸透を図ってまいります。 

さらに、チーム責任者等に『重症事故撲滅対策』の意識付けを行い、チーム内においてチー

ムの責任者が事故撲滅の啓発活動の牽引役を担い、自ら事故撲滅・安全推進活動を展開できる

組織的なサポートを実行していきます。 

 

6.財政・組織の強化 

2017年度に協会内組織改正を実施しましたが、その定着状況等を把握しつつ、2019年・2020

年以降も視野に入れ、安定的な財政基盤確立のために、確実な予実算管理とともに、各委員会

の合同打ち合わせ等を実施し、安定的で強固な財政基盤・組織体制の構築を目指します。 

 

7. 戦略計画の実行 

『日本ラグビー戦略計画 2016-2020』については、進捗状況とその効果を的確に把握し、その

確実な対応・実行により最大効果を求めていきます。 

 

8. ラグビーワールドカップ 2019日本大会 

試合日程が確定して、チケット販売も始まりました。ラグビーワールドカップ 2019 組織委員

会・開催都市、キャンプ地等との一層の連携を図るなかで、協会としても、各支部及び各都道

府県ラグビー協会組織とも連携を保ちながら、大会成功への努力を継続していきます。 

 

以 上 


